
ぞうぐみだより 

アリの巣作りキットを子ども達と用意したので、さっそくアリを探しに貝ノ浜公園へ。小さなアリで３日

経ってもなかなか巣を作らず…。なので改めて生麦公園に大きなアリを探しに行きました。子どもたちの期

待通り、翌朝にはアリの巣が！毎朝登園するたびに巣が長くなったり、入り口が２つになったりで、毎日わ

くわくしながら覗く子どもたち。普段外で見るだけのアリとは違い、アリの生活を間近で見ることができ、

良い体験になりました。アリの巣の絵を描くと、１枚の絵の中に物語や様々な設定があり、楽しさ満載の自

分だけの巣を描くことができました。最後は巣作りを見せて楽しませてくれたアリ達を園庭に逃がしてあり

がとうをしました。 

夏と言ったらカブト虫！ということで、頂いたカブト虫を飼育しました。雄雌２匹ずつをつがいで飼いま

したが、昼間は土の中に潜ってなかなか姿を現さず、たまに外に出て餌を食べている姿を見ると大興奮！土

の中をのぞくと穴や空洞になっている所があり、「きっとカブト虫が通ったんじゃない？」「この先にいるん

だよ！」と友だち同士会話しながら観察していました。生き物の世話をする大変さと同時に、大きな喜びを

感じ、またお別れする悲しさも経験したことで、感情面での成長が見られたかなと思います。 

卵の姿が見えるので、成長して幼虫になることを楽しみにしているぞう組です。 

今年は遅い梅雨明けで７月は曇り空の中での水遊

びでしたが、８月初めから水遊びをおもいきり楽しむ

ことができました！水風船を用意すると、みんなすぐ

に集まってきて「水色が良いー！」「気持ち良い～」と

握って感触を楽しんだり、勢いをつけて壁に投げて割

ってみたり。また、自分たちで作った海の生き物を使

って室内で魚釣りも楽しみました。針金に引っ掛けよ

うと根気良く取り組む姿はさすが年長児ですね。ボデ

ィペインティングは大盛り上がり！大きな紙に手形

を押したり、全身におもいきり絵の具をペイントして

最後は顔まで絵の具だらけになるほど満喫していた

ぞう組です。 

今月末の運動会に向けて、日々の保育の中で楽しみ

ながら遊戯やバンブーを行いました。遊戯は子どもた

ちと相談した結果、進級当初から目指している「格好良

い」を考慮してソーラン節に。格好良くキビキビとした

動きを取り入れると全身を大きく使いとても疲れます

が、子どもたちは「まだやりたい！」と元気いっぱい！

今後も楽しく練習していきたいです。 

毎日プールカードのご記入、水遊び用 

着替えの準備＆お洗濯ありがとうございました！ 

ぞう組は遊びが激しく毎日泥だらけでお洗濯大変

だったことと思います。 

改めてありがとうございました。 
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長い梅雨が終わったと思ったら、連日の猛暑でしたね。気温が高すぎて水遊びができず、室内で遊ぶこと

も多くありましたが、様々な制作をしたり、ゲームをしたり、好きな遊びを思う存分楽しんだ８月でした。

いつもは冷たい水道の水が温かいこと、水分補給や休息、栄養をしっかり摂ることの大切さを子どもたちと

話して一緒に考えると、よく理解していて驚かされました。９月も引き続き暑い日が続きそうですが、気温

や子どもたちの様子を見ながら無理なく過ごして楽しんでいきたいと思います。 

アリの巣作り観察＆カブト虫の飼育 

☆水遊び＆ボディペインティング☆ 
運動会に向けて 


